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■当協会の取組  

・平成21年3月および7月、処遇改善交付金・業務管理体制整備・労基法等関連法令に関する研修会を全国で開催。  

・厚生労働省職業能力開発局委託事業『事業主団体による能力評価制度の整備事業』を受託。   

介護従事者の能力評価およびキャリアパスについて検討中（資料Nol～4）  

■キャリアパスに関する課題  

・キャリアパス導入にあたっては、事業経営の安定化、将来性が計られることが必須条件（大前提）である。  

・離職防止、人材確保の観点からも、職員が自らの将来像が描け、それに向けた目標がみえる道標であることが重要。  

・資料1のキャリアパスモデル例は規模の小さな法人では単一の志向でしかキャリアを形成できない場合も想定される。  

・キャリアパス（＝人事データ）は全職員に対し、在籍期間中、継続した個人情報管理が求められる。『交付金申請の手  

間』という問題だけではない。  

・専門技能、知識を高める資格取得について、資格手当等を規定している場合はキャリアパスである。  
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資料1  介護サービス業における介護職員のキャリアパスのモデル例  

マネジメント志向  職種転換志向  

ケアマネ資格や社会福  

祉士資格取得による職  

種転換  

熟練志向   教育志向  
ケアマネジャー  

専門性の深化   

領域の拡大  

（ケアスタッフ上級）  

スーパーバイザー、  

教育・指導専門職  

単一サービスの  

管理者  
相談員  

ごこ二‥  
技能向上  サービス提供責任者、チームリーダー  ケアスタッフ上級  

指導力習得   

∪  ⊥7、⊥  
基礎業務習得  

3年以上   

※新卒介護福祉士の場合、3年未満   

でサ責登用もあり  
l ：介護職員基礎：  

：研修修了；  
l                ′   

：ヘルパー1級：  
I l  

： 研修修了 ：  
t  

l  

ケアスタッフ中級  

2・・′3年  

ケアスタッフ初級  

介護福祉士資格取得者  ヘルパー2級・1級研修修了者  介護職員基礎研修修了者  

介護福祉士養成校  2   

※キャリアの可能性を示す図であり、必ずしも組織上の上下関係を示すものではありません  



職種転換志向  マネジメント志向  

各職種ごとのキャリ  

アアップシステムへ   
経営管理力向上  

専門性・指導力向上  専門性の深化・領域の拡大  

ケアスタッフ（上級）  

・幅広い実務知識と経験を有し、難易度が極   

めて高いケースにも対応する  

・事業所において、サ責やトムリーダーの補佐、  

新人や後輩の指諷訪問介護計画作成・改善  

提案などにも対応する  

・緊急時の対応を適切に行う  

ケアスタッフ（中級）  

・基礎的な実務知識、技能を応用し、比較的   

難易度の高いケースにも対応する  

・決められた内容のサービスや業務を手際良   

く効率的に実施する  

・利用者のニーズや、状況の変化に適切に対   

応する  

ケアスタッフ（初級）  

・基礎的な実務知識、技能を有し、比較的難  

易度の高くないケースを担当する  

・決められた内容のサービスや業務を、決め   

られた手順で実施する   

3   ※相互転換可能  



資料No3  ■介護職のキャリアアップに対応した教育テーマと人材育成の施策（例）＜マネジメント志向＞  

職   レ 田  役職と   賃金   経験年  人材育成の施策  

数目安   
期待基準   主要な教育テーマ  

層    ／レ   の対応  社内研修   OJT、MT、自己啓発等   資格・免許・講習等   

・部門責任者として、サービス全体の運営  ・部門責任者に求められるマネジメント業務を習得す  ◆部門辞任者研修（新任・現任）  ・チャレンジングな目標設定と級  ○経営管理力、マネジメント  

方針および目標の設定を行い、その実現に  る   ・共通項目（経営管理、運営管理、  検証（財務、業務、人材育成、顧  力、戦略思考等を高めるため  
向けて統括する   ・リーダーシップの展開  戦略策定）  客満足、自己啓発等）、  の研修・講習  

6  部門責任者  部長級  ・給合的判断力や課題形成力・課題解決力を高める  

・戦略策定、実践力の展開  

成力を高める研修・講習  

○専門技能・知識を高める資  

・Il脚蘭拘発想を身につける ・   

・地域福祉の推進役としてのノ」硯を高める   ・認知症対応型サービス串業管  

・認知症介誰実践研修  
・粕神帽事者ホ一山ルハ【－   

・ガイドヘルパー  

・福祉住琉境コーディネーター  

・ヘルパー2級（必須）  

・定例会、モl喋所内勉強会  

・改詣提案力を高める   

難易度の高くないケースを担当する   ・社会人・組織人としての自覚を養う   

・基本的な制度・サービスを理解する   

・基本的な介護技術・知識を習得する  

・専門性の基礎作りを行う  
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資料Ho4 t介護職のキャリアアップに対応した教育テーマと人材育成の施策（例）＜熟練志向・教育志向＞  

職  役職との対応  経験年  人材育成の施策  
役割  賃金  

数日安   
期待基準   主要な教育テーマ  

層   常勤  非常勤  社内研修   OJT、MT、自己啓発等   資格・免許・準習等   

・ケアスタッフの教育・指導専門職として、ケ  ・スーパーノVザ一に求められるチームマネジメン  ◆指導者研修   ・カンファレンス、事例検討   ○人材マネジメント指導・育  

係長級  アのスーパーバイズ、同行訪問によるスキル  ト、リーダーシップ、部下指導、人材育成の基本  ・共通項日（リスク管現、問題解  ・定例会、勉強会   成力を高める研修・講習  

スーパー  指導やOJT、研修講師、カウンセリング等  を身につける   決、コーチング）   ・人事考課面接、目標管理面接  

パイザー  主任級  5年  
以上  

○専門技能・知識を高める資  

を高める  ヨン、サービス運営・管理）   格・講習等  
主任叔  ・専門性を深化・拡大させる  ・介護支援専門員  

4  ・サービス運営t管理の全体像を把握する   ・社会福祉士  

・幅広い実務知識と経験を有し、難易度が極め  ・制度上の要請等から質を確保する必要性の高いテ  ◆熟練者向け研修   ・認知症介護実践リーダー研修  

て高いケースにも対応する   ーマについての専門技術・知識の習得   ・共通項日（リスク管理）   ・カンファレンス、事例検討   ・認知症対応型サービス事業管  
3  

・事業所において、チームリーダーの補佐、新  ・サービスの質の向上や業務の改善力、問題解決力  ・専門的項目（認知症ケア、介護  ・定例会、邪某所内勉強会   埋者研修  

ケアスタッ   3年  人や後輩の指導、訪問介護計画作成・改善提  を高める   予防・維持期リハビリ、医療ニ  ・人郎考課面接、目標管理面接  ・認知症介護実践研修  

フ上級  以上  案などにも対応する  ーズのある人へのケア、住環  ・資格取得支援   ・精神障害者ホームヘルハ○－  

・緊急時の対応を適切に行う  境・生活環境・福祉用具、障害  

】者に対するケア等）  ・改善提案制度への参加   ・ガイドヘルパー  
・福祉住環境コーディネーター  

・福祉用具専門相談貞  
般  ・基礎的な実務知識、技能を応用し、比較的難  ・実践的な介護技術・知識を習得する   ◆現任介適職l珊彦   ・先輩職員による計画的OJT   ・福紗クリエーシ］ンワ」卜  

職  易度の高いケースにも対応する   ・現場における状況判断力を高める   ・共通項目（チームワーク、コミ  ・カンファレンス、叫例検討   ・精神保障福祉士  
・決められた内容のサービスや業務を、手際良  ・専門性をより深める   ユニケーション）   ・定例会、事業所内勉強会   ・T肝指導者  

2～3年  
く効率的に実施する   

一般  一般  
・改善提案力を高める   ・専門的項目（実践的な介護技術・  ・人事考課面接、目標管理面按  ・社会福祉主事  
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フ中級  
程度  ・利用者のニーズや、状況の変化に適切に対応  知識、ケアプラン・ケアマネジ  ・OJTリーダーの体験   ・介護福祉士  

する  メント）   ・資格取得支援  ・ヘルパー1級  

・外部研修会、発表会への参加支援  

・改善提案制度への参加  ・ヘルパー2級（必須）  

・基礎的な実務知識、技能を有し、比較的難易  ・スムーズな職場適応を図る   ◆新人研修（入社時・フォロー）  ・OJTリーダーによる個矧拝旨導  

度の高くないケースを担当する   ・社会人・組織人としての自覚を養う   ・共通項目（組織の理念・ノレール、  ・カンファレンス、叫例検討  
・決められた内容のサービスや業務を、決めら  ・初期の不安や悩みをフォローする   職業倫理、コンプライアンス）  ・定例会、却某所内勉強会  

ケアスタッ  1年未                                               れた手順で実施する   ・基本的な制度・サービスを理解する   ・専門的項目（制度・サービスの  ・人郎考責果面接、目標管理面接  
1  

フ初級  満程度  ・基本的な介護技術・知識を習得する  理解、基本的な介護技術・知識）  

・専門性の基礎作りを行う  ・その他（不安や悩みの共有化）   

・サービス実践力を高める  
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資料5 A社 介護スタッフ（時給者）の評価  

人事考課制度による評価と昇給、非正規職員から正規職員への登用  

●段階と達成基準の設定   

スキルごとに段階を設定し、4ステップに区分。（ステップ1は入社時の初期設定）各ステップにおいて人物像と達成基準を設定。  

●評価方法   

自己評価と上司面接からなる面接評価に加え、専門知識の確認を目的とした筆記試験を実施  

●評価対象（受験）資格要件の設定と評価時期   

介護業務に係る労働時間をポイントに置き換えたものと、在籍期間・介護業務経験等全てを満たす時期に実施・評価。   

（訪問介護・・1時間につき3ポイント、訪問介護以外・・1時間につき1ポイント）  

●評価   

ステップ1からステップ2へ‥・昇給金額30円   

ステップ2からステップ3へ‥・昇給金額50円   

ステップ3からステップ4へ・‥昇給金額70円  ※以降は、正規職員として勤務する意思・意欲等を確認した上で改めて評価。  

評価方法  
人物像   達成基準  受験資格要件   昇給金額   昇給後の時給  

面j妾   筆記試験   

ステップ2  自己評価  ①累積500ポイント  30円   基本時給十30円   

ステップ3  ②当社在籍6ケ月以上  50円   基本時給十80円   

＋  
①累積500ポイント  

ステップ4  上司評価  ②当社在籍6ケ月以上  70円   基本時給＋150円   

③介護業務経験2．5年以上  

（日本在宅介護協会調べ）  6   



資料6 B社 キャリアアップ計画例と報酬制度（イメージ図）  

報酬制度  

■年収のイメージ  （単位 万円）  

キャリアアップ計画（例）  

新入社員人材育成計画  中途社員人材育成計画  

現場マネージャー   
6年  

①ケアマネージャー業務  
5年  

②現場マネージャー業務   

ケアマネージャー業務  

4年     （実務5年）   

サービス提供責任者リーダー業務  
3年  

【サービス提供責任者リーダー】   

①介護現場リーダー業務  

2年     ②介護現場技術向上経験  

③サービス提供責任者業務  

【サービス提供責任者】   

①介護現場の経験  

1年     ②サービス提供責任者業務  

【サービス提供責任者】   

（Dケアマネージャー業務  
6年  

②現場マネージャー業務   

現場マネージャー候補   
5年  

サービス提供責任者リーダー業務  
4年  

【サービス提供責任者リーダー】   

サービス提供責任者業務  
3年  

【サービス提供責任者】   

2年  ①次期現場リーダー業務  

②介護現場技術向上経験   

1年  介護現場の経験  

現任琴線   年収のイメージ   

部責任者（上級）   7 50～8 50   

部責任者（一般）   6 50～750   

エリアマネージャー（上級）   

4 50′－6 50   
エリアマネージャー（一般）   

リーダー （管理者）   

3 20′、420   

リーダー （補佐）   

上級サービス提供責任者   
280～3 20   

中堅サービス提供責任者   

一般サービス提供責任者   2 50～300   

常勤訪問介護員   230～280   

（出典：財団法人介護労働安定センター 平成20年度介護分野における雇用管理モデル共同事業報告）  7   




